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昭和57年度の発掘調壺は、城戸ノ内中央部に位置する赤渕地係で行われた。一乗谷史跡

公圏センターの西側にあたり、小規模な屋敷群跡か推定されるところである。この地区一

帯は、館跡周辺につぐ第 2の見学拠点にされており、寺院や職人住居などか並ぶ町並の様

子か分るように整備するところてある。

予想どおり、幹線道路や小規校屋敷か検出されたか、町割に先行する逍桃も確認され、

一乗谷の町造の時期を解明する仇重な査料か得られた。また逍物は木製品力、多く、漆器椀

の底に 「極楽寺」と銘のあるものもみられる。今回はしめて出土した 「茶災」は日本ても

最古の部類にはいるであろう 。

環埼整備は、平井地係の武家屋敷跡を整備した。これまての整備は、発掘した逍構をそ

のまま社出してみせる平面的なものであ ったか、今一つ一般の方々に往時の住環培などを

こ理解いたたくには不十分な点かあり、今回は立1本的に当時の逍構を、発掘逍構の貞上に

盛土して原寸て知似した材料、手法を用いて復原したものてある 。この事業は来年度にわ

たるものて、本年度は武家屋敷の主屋を建染した。

なお、今年度の事業の実施にあたり、種々御指心、御協力をいたたきました文化庁、特

別史跡一乗谷朝倉氏逍跡調介研究協議会、福井市教育委員会などの関係各位、及ひ城戸ノ

内町をはじめとする地元の皆様に心から感謝申し」一．．ける次第てあリます。

昭和 58年 3 月

朝倉氏逍跡資料館長

藤原武
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第 44 次調査

この調森は、福井市城戸ノ内町字赤淵の地約2600mを対称としたものである 。この調査区周

辺はこれまでの調壺によ って西の山裾一帯に寺院等か多く存在し、また一乗谷川沿いに走る南

北の道路とそれに交わる東西の道路等に面し町屋群とみられる小区画群かみられる地区である

ことか判明している。今回の調壺はこうしたこれまでの成果をふまえ、より面的に調査範囲を

拡大することによ って、より 詳細にこの地区の概要を把握することを目的とした。

調査は、昭和57年10月4日に開始した。現府、現場作業を一応終え、逍物整理等を進めてい

る段階であるか、その概要を報告する。

発掘された遺構 (PL.2-9．第 2～ 7図）

調介区は、第42次調介区の西端で検出されている南北方向道路に沿って南北約80m、東西は

北で約25m、南で約40mのL字形に設定した。その結果、南北方向道路に面する 7つの小区画

と、その奥 （西）に位濱する 2つの大区画等合せて12区画か検出され、この地区の概要か判明

した。

検出された逍構は、道路 3、石組溝27、土塁及石列 8、礎石建物15、門 l、井戸17、石柏施

設7、梨埋設逍構 l等多数であるか、以下、その主要なものについてその概要を報告する。な

お、この調査区は、道路や溝等によ って12の屋敷に区画されるため、挿図 1にみられるように

各区画に44-l ~44-12まての番号を付し、その区画割に関係する逍構について概説し、次い

て、各区画内を解説することとする。また、使用した力角は、町割方向に注目し、北西を北と

している 。

S 5495 谷内を南北に縦間する南北方向道路てある。この逍構はすてに第17・ 36 ・ 42次調壺

によ って検出されている。幅はその両側の側溝を含み約8.5mてあり、その道路断面から 5回の

改修か考えられている。今回の調査によ って、その道路下層から井戸 SE 2550か検出され、こ

の谷内の基本となる町割に先行する逍椛か確認されたことか注目される。

S S 250D 南北方向道路SS 495から西へ延ひる東西方向道路である 。幅は不明な点もあるか

約 3mとみられる。この道路の西端は山裾の大区画に廻らされた土塁SA2557に設けられた門

S I 2533となっている。またその門の前方 （東）約 7mの地点には後述する掘立柱の門状遺構

S I 2532かあ つて、この道路の特殊性をうかかわせる 。この道路面は他の道路同様、よく叩き

しめられた砂利敷面となっているか、その南北の境界を示す逍構は多少不明な点も残る。南は

東西に石か並んでみられる遺構SX2608、北は SX2607かその境界を示す遺構のなごりと考え

られる。この道路にもその断面から 4回の改修か考えられる。
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S S 2501 束西方向道路てある。南北方向追路 SS 495と東西方阿道路 SS 1850の交点から西

の山裾へ向う 。輻は当初は SS 1850と同様圃側溝を含め約 6mとみられるか、後には少し縮少

されたとみられ、道路内に石柏施設SF2641か辿られている。またこの追路内に一時期溝SD

2510 ・ 2517か設けられていたようてあるか、後にはこの溝は廃棄されている。

回糾度の改修か考えられる。

S D518 南北方向道路SS 495の西側溝てある。輻は0.4-0.5m、深さは0.5~08mである 。

追路の改修に伴ってこの溝も改修したリ、 1則石を利虜りしたりしたとみられる。

西側の各屋敷からの水を駐め北へ流

れ、東西方向溝SD 1853を通し 、束

の一東谷川へ排水する役割を持って

この道路にも 3

この溝はまた、

いたと考えられる。またこの溝の所

々には、西の各区画への入口とみら

れる施設SX 2632 ・ 2633 ・ 2634か設

けられている。

S D 1856 区画44-1の南境界とな

る東西方向溝てある。側石はかなり

抜き取られている。幅は約0.3mてあ

る。この溝底 （天端から約0.6m)に

礎石とみられる石力噂豆［する 。

した点から考えて、

つ`こ

この溝は当初の

町割時か ら一時期後に設けられた可

能性も考えられる。

SD 1857 区画44-1と44-2の境

界となる東西方向溝てある。本来の

溝幅は、それそれの区画内の建物礎

石列から少し外側にみられる比較的

小ふりの石列によ って約0.2mと考え

られる。深さは約0.3mである。

S D 2503 区画44-2と東西方刷道

路 SS 2500の境界となる東西方向溝

てある。西蝙で南へ向っている。

の溝は道路SS 2500の最終期には廃
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近て整地土の追いもみられ、区画割は生きていたことを示している 。

S D 2504 区画44-3と44-4の境界となる東西方向溝である 。幅は0.2m程度てある。この溝

の側石は共にそれそれの区画内の建物SB 2520 ・ 2522の礎石を兼ねていて、その石は大ぶりて、

天端の比較的偏平な石とな っている 。

S D 2505 区画44-4と44-5の境界となる東西方向溝てある。幅は0.3m程てある。この溝の

側石も前辿した SD 2504同様それぞれの区画の建物SB 2522 ・ 2523の礎石を兼ねている。

S D 2506 区画44-5と44-6の境界となる東西方向溝てある 。幅は約0.3mてある。この溝底

には偏平な石を敷き並べている 。

S D 2507 区画44-6と44-7の境界となる東西方向溝てある。幅は約0.4mと少し広い。北側

石附近か水田畦畔と 一致していたため少し破壊されている 。

S D 2508 逍路 SS 2501の南側溝てあり、また、西の山裾からの主要排水溝と考えられる。こ

の溝は、西の山裾から発し、北へ折れ、区画44-6 ・ 44-9の西橙界とな って約18m進み、東

ヘ折れ、区画44-8 ・ 44-9の境界となり約10m進み、さらに北へ折れ、区画44-7の西境界

とな って約 7m進み、そして東へ折れ東西方向道路SS 2501の南側溝とな って約10m進み、南

北方向道路SS 495の西側溝SD518と合流し、北へ向う 。この溝は、区画44-8 ・ 44-9に

またかる建物SB 2527か建てられた時期には区画44-7の西境界以西は廃棄されている 。

S D2509 東西方向道路 SS 2501の北側溝てある。この溝は、東の東西方向道路 SS 1850の北

側溝SD 1853の延長線上にあた っている 。しかし、後にはこの溝は廃棄され、北の区画44-12

か進出したとみられ、道路内に石柏施設SF 2641等かみられる。

5D2510 東西方向道路 SS 2501内に設けられた東西方向溝てある。しかし後には廃棄され、

道路面となる砂利 ・バラス混りの土で投われている。とのような用途の溝か不明である。

S D509 区画44-11の西境界となる南北方向溝てある。数度に渡る改修かあ ったと見られ、

最終的には約0.9mの深さを計る。この溝の西壁は、西山裾の大区画の南北方向土塁SA2557と

なっている。北は水田化の際に破壊されている。

44-1 南北方向道路 SS 495に曲し、東西方向溝SD 1856 ・ 1857に挟まれた区画てある。間

口は約 6mである 。西境界は不明な点もあるか石積施設SF 2551の西附近と考えられ、約12m

の嬰行と見られる。ほは敷地聞ロー杯に建物SB 2518か建てられていたようである。基準とな

る柱間寸法は不明な点もあるか北の礎石列からみると約6.3尺と考えられる。井戸 SE 2534も建

物内と考えられる。この区画西北隅の石柏施設SF2551は便所と考えられる 。また、この区画

の東北部下層から井戸SE 2535も検出されている 。また前辿したように溝SD 1856の底に礎石

列かみられることから、この区画は当初はこの南の区画と 一体てあ った可能性も考えられる。

44-2 南北方向道路SS 495に面し、東西方向溝SD 1857 ・ 2503に挟まれた区画である。間

口は約6.5mてある。西培界は石垣SV 2559附近と考えられ、奥行は約12mてある 。この区画内
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の下層で東西方向溝SD 2502か検出されており、この溝によ って区分されていた可能性も考え

られる。とすれは、北半はli要敷 SX2570とな っており、北の道路SS 2500に関連するのかもし

れない。南半には、井戸 SE 2536、石柏施設SF2552かみられる。

44-3 南北方向道路SS 495に画し、東西方向道路SS 2500の北に位留する区画て、門口約

10mと少し広い。西境界は不明な点もあるか、南北方廊溝SD2515や石坦状逍構SX 2578か位

置する附近と考えられ、約12mの坊行となる。この区画内には越前焼大猥埋設逍構SX 2576か

みられる点に特徴かある。建物SB 2520の礎石は大ぶりてある、基準柱間寸法は6.3尺程度とみ

られる。井戸 SE 2537は南端で検出されているか石栢施設は検出されていない。また一面下層

の井戸 SE 2538や礎石も一部検出されている。

44-4 南北方向道路SS 495に面し、溝SD 2504 ・ 2505に挟まれた区画て問口は約 5m、奥

行は44-3同様約12mとみられる 。溝側石を兼ねる礎

石かみられるか建物SB 2522の詳細はわからない。東

よりに井戸 SE 2539か検出されている 。この区画で注

目されるのは道路側溝SD518に設けられた敷石逍構

S X2633てある。笏谷石を約 2mに渡って敷き並べて

いる。この逍構の西の側石もまた笏谷石を使用してい

る。しヽかなる目的か明らかでなしヽ点もあるか、出入口

に関係するのではなかろうか。

挿図2 S X 2633 

44-5 南北方向道路SS 495に面し、溝SD 2505 ・ 2506に挟まれた区画てある。間口は約7.8

mてある。奥行はは っきりしないか、約12mと考えて良かろう 。溝側石兼用の礎石等か一部に

みられるか建物SB 2523の詳細はわからない。建物内やや東北より井戸SE 2540かみられる。

また西北隅の石積施設SF2553は何らかの形て建物内に取りこまれていたと考えられる。この

S F2553は後に約0.5m東壁を西へ寄せ縮少している。

44-6 南北方向道路SS 495に面し、溝SD 2506 ・ 2507に挟まれた区画てある。この南北の

2本の溝はそれぞれ西半てはみられす、石列 SV 2560 ・ 2561とな っている。間口は約10.5m、

奥行約19mと少し大きな区画てある。内部の建物は検出することか出来なかった。土坑状の逍

構SX2587等かみられるか用途等良くわからない。この整地土下層において東北部て井戸SE

2541、西北部て石栢施設SF2554を検出した。この便所とみられる SF 2554は少し大ふりの石

を用い、また東西に 2分するように側面や底に石を配している点か注目される。

44-7 南北方向道路SS 495に面し、溝SD 2507と東西方向道路SS 2501に挟まれた区画て、

間口は約16.5m、奥行約9.5mである。この区画は中央附近で南北に 2分されていた可能性も残

されている。南半の建物SB 2524は西の礎石列か良く残っており、基準柱間寸法は約6.2尺てあ

ることか判明した。南北にそれぞれ SE 2542 ・ 2543の2基の井戸かみられる。また下層におい
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て井戸SE2544も検出された。

44-8 • 9 東西方向道路 SS 2501に面する区画44-8と、その奥 （南）の区画44-9である。

前述したように最終期には溝SD 2508の一部か廃され、この 2つの区画は統一される 。また、

この統一される以前は、 44-9については出入口や遺構等から考えて、東の区画44-7と一体

てあ った可能性も考えられる 。建物SB 2527は東西 2間、南北4.5間の規模を持ち、基準杜間寸

法は6.2尺と考えられる。この建物の前面 （北）には出入口とみられる逍構SX2600かみられる。

輻約 1間に笏谷石を敷き並べている。建物東南隅には石積施設SF2556か取りついている。ま

た東辺には井戸 SE 2546かみられる。この他井戸 SE 2547、石柏施設SF2555も検出されてい

る。

44-1 D 南北方向道路 SS 495に面する区画の奥に位憤し、東西方向道路 SS 2500に面する区

画で東西約23m、南北約23mの規模と考えられる。上層の逍構は保存状態か悪く良くわからな

い。井戸SE 2548や溝 SD 2514 ・ 2515等か点右する。中層の遺構として建物SB 2530かみられ

る。この建物は東西は4.5間、南北3.5間の規模を持つとみられる。そして西の南半に2.5尺の庇

状の弘出しかみられる。内部は南北に 2分されていたようて、南か1.5間、北か2間となり、北

には炉跡 SX2629かみられること等から上間であ った可能性か強い。南半は根太様の部材か一

部みられること等から考え床張てあ ったのてあろう 。また、礎石上には真墨や墨書か一部にみ

られる。基準柱間寸法は6.3尺と考えられる。SX2629同様の遺構SX2628かみられることから

考えて、上層においても同様の建物かあった可能性か強い。この建物の下層においても一部て

はあるか建物か検出されている。

44-11 前辿の44 ~ 10 と道路 S S 2500を挟んて相対する区画てある 。東西は約22mであるか南

橙界か不明な点もあ って詳しい性格はわからない。上層ははとんど破壊されていて、建物SB

2529か一部検出されているにとどまる 。下層の建物SB560は非常に大規校なものて、東西 9

間、南北 4間とみられさらに南に 1間の庇状の張出しかみられる。この建物と上層の建物SB

2529は方位等良く 一致しており、上層においてもはは同様の建物か建てられていた可能性か強

い。東方に井戸SE 2549かみられる。この井戸は周辺の逍構からみて SB560の時期から存在

しさらに柏みたされて最終期にも使用されていたと考えられる。

44-12 東西方向道路 SS 2501の北に位沼する区画てある 。一部の検出であるため詳細につい

ては不明てある 。前述した通り、後には道路敷内まて進出し、石積施設SF 2641等を設けてい

る。

以上、検出された遺構の大要を辿べた。最後に若干の考察を加えまとめとする。

ますこの地区の町割について考えてみよう 。これまでの調在において明らかにな った通り、

この谷内の町割の骨格となるものか南北方向道路 SS 495てあり、この道路に面し町屋敷とみ

られる小区画か連続する 。この区画の間口の基本となるのは、これまての調在においても明ら
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かにされた通り約 6mの単位であろう 。また、その約15倍としての10m近くの間口も点府する。

嬰行は、 36次調壺でみられた13-15mに比べ少し知い。また、この道路 SS 495に面する区画

の奥 （西）に位沼する大区画はその性格か少し異る 屋敷と考えられる。17・ 40次調査において

はこれらか寺院跡と考えられている 。今回の調令においては、西端の土塁SA 2557を廻し、門

S I 2533を構える区画かこれに当たると考えられる。そしてその前面の東西方向道路SS 2500 

やそこに設けられた門状逍構SI 2532等から考えて、今回の調介によ って検出された44-10・ 

11の区画は、この西の屋敷に閾係する機能を持っていた可能性も考えられよう 。

また、こうした炉価された町割とともに注目されるのかこの町割の骨格となる南北方向道路

S S 495の下層て検出された井戸SE 2550てある 。前回の第42次調在において、この南北方向

道路SS 495に虹交する東西方向道路 SS 1850の下層からも井戸か検出されており、また44-

7区画下層においても道路側溝SD518の底面より下において逍構も確認されている。これら

を合せて考えると、もはや、この地区に町割に先行する逍構群か存iiしたことはうたかえない

と思われる。これかどの時期の逍構てあるのか今後、出土逍物の分析や調在等を進める中で検

討を加えてゆく大きな課題の一つとなろう 。

ェ 水糸泊i

、 r ―•- r -

,・.,"氏`i：こ岨．しフ＇芦，ー・ク哀‘；迄
9 ・,．9 9’’ ▼ ―̀ー.・'ヽ・ー、 9 9 ，曹．咋』，， 9ー，9 ．．，’
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挿図3 門状遺構SI 2532断面図
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挿図4 門SI 2 53 3立面図
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発掘された逍物

今回の調査て出土した逍物には越前焼、瀬戸 ・美濃焼、土帥質士器や肯磁、白磁、染付鈴の

中田製陶磁器知かあり、これに伝楽焼や緑釉陶器、或いは近一世以降の磁器類か少醤伴なう 。更

に金属製品や木製品、石製品にも良好の森料を得たか悴埋か未了のため、それらの全てを報告

てきなし、・'且、御了解を得たし‘。

調査区全体の出土傾向や各々の器秤の娼比は概ね従米のパターンと同様、越前焼や土帥質土

器か大半を占め、これに中国製陶磁器知か続く 。 しかし、辿桃有jにその出土状況をみてゆ〈と、

数時期に戸っ て使用されたと考えられる南北道路の側構や耕作時の削平から免れた比較的掘り

カの深い溝やゎ柏施設・仇埋設逍構、或いは調介区西南隅の下層辿構検出を梨中的に行った部

分て比較的まとま った逍物の出土をみた。またこれらの逍物に共件して金属製品や木製品にも

良好な査料か目立っ ており、こうした点から今回はなるへく逍構にふわせた逍物の紹介を試み

てみたい。

越前焼 （挿図 5)

調在区のはは全域から出土しているか今回特にまとま って出土したのは SX 2576の仇埋設逍

構てある 。 叶 10山しの掘リカを検出した （ 第 4 図 ） 。 うち 1.J,l~ は ll|ili下半部か逍存していたか他は全

て抜きとリ穴と考えられる 。これらのピ／卜群から出土した追物の多くはIVC群に属するもの

て口緑晶部か最大限に肥厚した特徴か認められる。

他に挿図 5 に 示 した孤•： ( 1 ) 、 llll ( 2 ) 、拙鉢 ( 3 ) かある 。 ( 1 ) は挿図 1 の調介区略図て10区画

とした部分 （以下の区画ナンハーは全て挿図 lの略図中のものを"iJ、す。）の山土内各地土から出士

したお甘、1、'！．＇、珈て器高10.5cm、}}|99j部径10.1cmをはかる。肩部に「＠ 」のヘラ記号かみられ、内部

に鉄片か塊状とな つて鈍ひた状態て残存している。(2)は SD500より出土した皿で器高3.7cm、

ロ緑部径20.7cmをはかる 。(3)は10区画より出土した揺鉢てある（挿図 8)。

挿図 5 越前焼 1.壺 2.皿 3.摺鉢

3
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瀬戸・美濃焼 （オ刷図 6 PL. 10 第8図）

鉄釉 ・灰釉共に碗 ．llllJ:れを多く出土している。(4)は口径5.0cmの小皿に目、口、鰭を貼付

して小魚をあしら った灰釉の皿である。10区画 SB 2530よリ出土しており 、類例か17次サイコ

ージにみられる。(5)は半欠の灰釉外で推定高2.5cm、口径5.6cmをはかる 。(6)は薔と考えら

れる林型の灰釉製品て肩部には紐通しの孔か穿たれている 。(7)は 2区画より出土した鉄釉茶

入てある。完形てある。(8)は 3区画より出土した印花文を有する灰釉皿てある。釉は少し黄

味を幣ひ、全体に薄く施釉される。(9)も灰釉の皿て口緑部は内沿気味にゆる＜立ち上る。LI

緑部の周囲に煤の付析か認められ、灯明1lll．に使用された可能竹もある。 SD 2508の出土。同様

な例は鉄釉皿(lo)についても指摘しうる。11区画下層焼土より出土したかやはリロ緑部周辺に

煤の付着か認められた。(11-13)は40次 （概報刈・糧）て黄洵戸天目碗として報告されている

ものに属し、いすれも完形で 1区画の南に隣接する区画より出土した。裔台悦付にいすれの碗

も磨耗痕か認められる。鉗胎部は鬼板か施こされる。(14-16)はいすれも鉄釉碗て特に(14)は

10区画北側より朱漆椀と入子の状態て出土した（挿図 6)。出土層は山土1'各地土て10区画北半分

を広〈被っている繁地土てある。この土屑からは他にも前辿したお的黒壷(1)や鉄釉碗(16)、

或いは青磁碗等か出土している 。

土師質土器 （挿図 7 P L. 10 第8図）

(17)は底部に孔を穿った土師質灯明Jlllてある。SB 2530を般う炭 ・焼土層出上てある。(18)

は11区画の炭 ・焼土層出上の小壺、(19)はSD518よリ出土した土帥質の器台邸を呈する土器

てある。(19)は瓦質製燈火具の盗のつまみ部にも形態か似ているため （概報XIII)、断定は逍けて

おきたし‘。
9 99ヵ，

挿図 7に示した墨書土器はer[［土帥質皿て裏面に 「南無妙法辿華口」と書かれている。 7区

画深掘リトレンチの出土てある。

中国製陶磁器 （挿図 7 PL. 11 第 9図）

(21)は6区画にかかる南北溝SD 518から出土している。半欠の青磁香炉てある。ll要部に粘

土貼り付けによる退化した脚をもつ。推定裔5.3cm、口径7.2cmをはかる。(22)は7区画出土の

青磁稜花皿で、みこみに釉のかぎとりかみられる。(23-26)は青磁碗てある。(23)は焼きなま

った感のある無文の肯磁碗て推定高6.2cm、口径13.9cmをはかる。淡緑色を呈 し、内外面に闘入

か多く走る。(24)は10区画山土整地土の出土である。推定麻5.4cm、口径14.2cm、無文てある 。

釉調は不安定で少しピンクかかった淡緑色て釉流れか生じている。(25)は同じ 10区画の下層 S

B 2530より出土した。(26)は釉下に沈線による芭蕉文をもつ肖磁碗の破片て、類例か15次 （概

報VII)その他にみられる。(27)は輸花刑の肯磁鉢販片 。

白磁には (29) に示したみこみに寿 ‘ j•：文、高台災に「輻」 銘をもつ｝ィ、や ( 30 ) の切リ閥台 llll 、或

いは型押しとみられる浮文を有する壺破片(31)かある。特に(31)は17次 （概報VII)調介の SD

- 8 -



500南北溝から出土した｛i）女片と接合をみた。

(32)は10区画 SB 2530より出土した染付IIII.IJ1て推定商1.8cm、口径6.8cmをはかる。口緑部に

きさみを入れ、外面には沈線の鉛文を施こす。(33)はSF2556出上染付碗て外面とみこみに草

花文をもつ。小野分柏 （貿易陶磁研究 No.2 1982) にいう碗C群に相当し よう 。(34)はみこ

み及ひ内血四｝］に梵字風の文様を配した錨計又の染付llllて10区画よ 1)出土した。(35)はSD 2508 

出」の染付rulてみこみに戯画化された11いも文をもつ。LJ緑部にき さみかある。呉須は青黒色を

出し、釉調は良 好てある 。 ( 36 ) は人物文染付％の底部 ）—'l て高台裏に 「宜徳年造」銘かある 。 円

板状陶製品の 1例てある。

また挿図 7(37)は交趾三彩lllL、(38)は10区画山土炉地t出土の中国製天目碗の破片てある。

金属製品 （挿図8 P L. 12 第10図）

金属製品には武料 ・武具及ひその部品とみられる金具や家具 ・建具の装飾金具、或いは日常

生活用品等かある。

(39-41)に大小の料を示した。36次調介 （県道工半調在報告古 1983)ては更に (40・ 41)を

上回る大きさの例か報告されている。銅製て(39)には焦漆を I令布した批跡か認められる。(42)

は小札の敗）i、（43)は鉗付金具てこれら (39-43)はすへて10区画下層炭 ・焼土層から発見され

たものである。(44)は 1区画出土の鉗付金具、(45)は金箔て桜と菊を組み合わせた飾金具であ

る。(46・ 47)はSV 2640出土て(46)は表面に漆を t令布した狼跡かある。また(47)は鋲と 思われ

る金貝て表面に装飾かみられる 。銅製てある。(60)も同し <SV 2640の出土でこちらは毛彫 り

による唐が文か施こされる。(48・ 49 ) は糾、 • 小札等と同区画同層よ り出土した飾金具類である 。

また(50-52)小柏柏も 10区他l下層炭 ・焼土府の出土て、この層は他の区画逍構酋］に比して逍物

の比中度は極めて閥い。小柏(50)の柏部は銀装てある 。彫刻及ひ銘はみられない。(53)は 5区

画出土の錠前の戦）＇，てある。(54)は同しく 5区画出土の刀装具、 (55)は 3区画にかかる溝SD

518より出十した刀装貝て責金具に相当しよう 。(56・ 57)に銅製金筑を 2例示した。(58・ 59) 

は銅製匙て特に (59)は10区画下層 SB 2530炉加石下よリ発兄された。遺存度は極めて良好である。

挿図 6 鉄釉碗出土状況 挿図 7 20．墨書土器 37．交趾皿 38．天目碗

7
 
3
 
ー^

i
でt 20 38 
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史に今回 8区画に 設応したl朱掘＇）のトレンチより 1辿とみられる銅銭か出土したのて図小し

てみた。」．層は SB 2527のt各地土と名えられる層てある 。内訳は憐l]じ辿定 3、沿化）じ宝 1、至

追通宝 l、咸平元宝(?)1 、 祥符•]じ宝 3 、 天粕通宝 ( ? ) 1、嘉，柘辿宝(?)1、恥琳．）し出 2、)し

．，'1'.，!通宝 2、元柘通宝 4、元符通宝(?)1、Ji"末元五； 1、大観通‘i;3、洪武辿宝 8、永楽辿::i‘:7、

朝鮮．辿宝 2枚て16柿類の計41枚てある 。誼みに〈いものか数点みられるかそれら の銘の刊，（んか

正しいとすれは、 1辿41枚の銅銭のうち 4‘,¥llを超える 17枚か明代以降のも のて占められている

ことになる 。この比手は一東谷における過去の調介例、特に御所 ・安養守における 3連の銅銭、

計 290枚の出土例や29次 SS 975,'廿土の例、史に35次SF 1353よ')409枚か出土した例 （昭和

45年度概報 御所 ・安養寺 1971、概報X、概報Xl)等々と比較すると大きく異なり、北宋銭

の割合も21枚と約半数にとどま つている 。枚数か少籠であることや、 トレンチ内の出土という

ことで問題点も多く、この数値をどのように判断するかは今後の知例の増加を侯 って検討する

こと にして 、今回は報告のみにととめておぎたい。

◎◎◎00◎◎ 
◎◎◎◎◎◎◎ 
◎◎◎◎◎◎◎ 
◎◎◎◎①◎0 
◎◎◎◎◎◎◎ 
◎◎◎◎◎◎◎ 
◎◎◎ 挿図 8 トレンチ出土銅銭 s＝令
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木製品 （カラー図版 抽凶 9 ・ 10 P L. 13 ・ 14 第11・ 12図）

木製品には椀 ．皿 ・杯 ・笞 ・1廿lけ物 ・折敷等の食肌具知の他に茶発や木札類 ・櫛 ・燈火具、

或し、は箆；1人木製品 ・人形かみられ、多岐に亘っ ている 。

先す椀知てある 。(61-63)はSD 2508より出ゴしたものて、特に (61)は裔台裏に朱漆て 「極

楽ゴj」銘かみられて閲味深い。周知のように極楽寺は実.(,の天台卑寺院として「一東引越し芍

院」その他に寸名かみられる 。たた、その所{t地 かいすれの文献も東新町か天沢寺付近と記し

ておリ 、今回の調介地の亦淵とは拉凶的に 1柄たりかある。（62)は闊台衷に 「↓正」の銘をもつ

朱漆の椀、(63)は闊台裏にヘラ記号をもつ閉漆椀て内血に朱漆て単花の文様か描かれる 。(64)

は10区圃 SB 2530より出土した黒漆のUIIてみこみに朱漆て丸を 3つ組合せた文様かみられる 。

(65)も同区咄］出」て孟状を出する木製品てある 。推定闊2OCIn、口径9.0cmをはかる 。(66・ 67) 

はいすれも＇サ柑卯の箆し [A[I‘ 1駄てある 。 しかし (66)は向かかなり知かくな っており、連続使用の

粘果と考えるより、途中て列し挽えるか切断して高下馬人から別の機能に 、即ち井戸や台所或い

は＇打隠等に代用したとも考えられる食料てある 。ちなみに (66)はSF 2556の淵枡から出土して

いる 。(67)は SD 2509出土て、［れの柏部に楔を打ちこんている 。

(68 ・ 70-75)は10区圃 SB 2530よリ出土した木製品一括迅物てある 。特に (68・ 70-73)はS

B 2530北由1;,'J¥よりかたま って出」＿．した （カラー図版）。（68)は口径12.7cmをはかる杯型の漆llllて

ある 。(70)は茶閃とみられる竹製品てある 。少しつふれた感はあるかはは全容を保つ。(71)は

匙収いは箆と名えられる竹製出＼てある 。(72)は．［じ漆の笠て珀部を欠く 。(73)は竪杵をミニチュ

ア化した木製晶てある 。1廿途はは っき りしない。(74)は必位の文様をi闊いた蒔絵とみられる漆

技品て jとは無地の．附漆外~ 1)とな っている 。下半部を欠く 。(75)は解き櫛てlれは87本を数える 。

(69)ば月叫妥け台てある 。ll!L受け部分の径は9.6cmをはかリー乗谷の土帥質llil分類中 C2閃(lか

これに相当するサイスとなろう 。 SD 2508出土。(76-80)は SD 2509出土の一括木製品てある 。

(81 ・ 83 ・ 84)はいすれも箆状木製晶と考えられるものてある 。(81)は SD 509出土で(82)の家

貝の一部とみられる、'.'.＇．漆 1乍りの製晶と共伴している 。(85)は 6区画にかかる SD518出土の村J'

状木製品であ 挿図 9 漆椀出土状況 挿図10 墨書木製品

る。抽図IOは

墨書•木製品て

(86)は11Iヌ咄

トレンチの出

」•.、 （ 87 ) / よ 7

区画 1、レンチ

の出十てある 。
-- - • ・ー・ →一ー～T ダ. ・- ・・-・ 『．． ▼ ・ ・ 

86 
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石製品その他 （神図11・ 12 p L. 15 ・ 16 第13・ 14図）

ー東谷出土の石製品は大きく分けるとぷ教 ・イ「，仰、十木 ・建築、日詣生活、生咋の 4帥知に

分知されよう 。 そして日常生活に閲するものは台 1iJiや茶 • 生花 ・ 庭に付屈するもの 、 或いは文

房具や趣味、嗜好品等多岐に hってk[［雑てある 。今［且1もこうしたれ製品力、多く出土した。(88)

は波砧に魚をあしら った装飾文様をもつ硯／＇，てある 。(89)は 8区画 1、レンチ出十．の完形硯て黒

漆力、．I令布されてしヽた痕跨か認められる 。また陸部には墨か付祈している 。(90・ 91)は透かし窓

をもつ火炉盆て、 (90)は窓枠をコの字刑にくり抜く途中のものを使用していることか名えられ

る 。 ( 9 1 ) は柘円 '\'J □1'• 「hio 邸 ） の例ては大籾のものに屈する 。 半円邸 （ 平面 D'『りの例ては半

欠てはあるか40次に t(［例かみられる 。(90)は 9区画、 (91)はSD518の出土てある 。(92)はS

D 2508坪土に混って出土した瓢邸盤、 (93)はSD518の底布に転用された柏円刑盤（第4図s

X 2633) てある 。(93)は側辺部かすべて打ち欠かれている 。底部に水抜き用と考えられる孔か

穿ってあり、貯水槽であったことかわかる 。(94)は(92)と共に出土した円邸盤で底部に穿孔か

みられる 。柏木鉢に転用されたものてあろう 。他に挿図11に示した方邸盤、更に図示できなか

ったか炉坦石かあ る。方邸盤は10区画 SB 2530の出土て口辺部及ひ底部に煤か付着しており 、

表面か剥離して脆くな つていることから火鉢として使用されたものと思われる 。(95・ 96)は共

にSD 2509より出土した粉引臼の上下である 。石材か異なるのて同一の臼かとうかは不明とし

ておきたい。

(97)は SD518の埋土より出土した地蔵仏て光背の部分か欠担している 。現存高38.0cm、ljJ 
9り・カ 9

24.4cm、り打1・I0.8cmをはかる 。像体脇に 「妙Ill国女 二□ ブ、月十ブ、日 」 の文 ' i• ： かみえる 。 また

銘文や宝珠、錫杖或いは衣の線刻部分に朱 ・金箔力汀令化され、部分(lりにそれか残 っている 。石

材は引味を幣ひた凝灰岩て逍存度は良好てある 。(98)はJ,1，台刑を旱する 1]製品て中央と側辺に

は柏か切られている 。(99-107)は調介区廿｝土の砥石を一括したものてある 。このうち（］06・ 

107)はSD518出土の未使用の砥れてある 。砥れの切出し、製品｝JIJ]を考える士．て判味深い。

その他の迅物として挿図12に小した忠(108)や匙または箆と考

えられる殷牙製品(109)、鉛仰(110)、（111-113)の駒いかある 。

挿図12 その他の遺物

108．墨 109．匙状象牙製品

挿図11 石製盤出土状況 110．鉛弾 111~113．駒石 110 108 

111 

112 

113 



武家屋敷復原整備工

ー第 1期 ・主屋ー (PL. 17-21 第15-18図）

昭和42年の半業開始以米、調{tによ って明らかとなった逍構を表示し、見学者への理解の一

助とする品みを神々行ってきた。今回は、そ うした試みの中で最も大胆なも のとして建物の立

体復原を行うこととなった。その復原対称は色々考えられるか、この朝倉氏逍跡にふさわしく 、

かつ意義のあるものとして武家屋敷を選ひ、中ても発掘の結果に」，しき、より正確に規校等の概

要の判明しているものとして、第15・ 25次調令によ って検出された、谷内を南北に走る中心道

路に面する武家屋敷群の一画に拉附する約30ml!_l.l方の屋敷をその対称とした。この事業は 2ヶ

年計画とし 、今年度はその屋敷内の中心となる建物である主屋を建設した。次年度て残る建物

や塀等の建設と防災設i術の設附を予定している。

復椋に際しては発掘調在の成果を出来得る限り訊み取ることはもちろんのこと 、また、これ

まての関連する学問的成果を取リ入れ、推定をいかに正確にするかということか重要である。

そこて、奈良国立文化財研究所建染史担当者の指心を受け、また、設計図書の作成に当た って

は、東京工梨大学教授平井型氏に多大な指併協力を受けた。

以下、 今回建設した主屋の概要を辿へる。

平面

建物は東西 6間(37.26尺）、南北 4間(24,84尺）の規位を持ち東南開に東西 l間(6.21尺）、

南北1.5/廿J(9. 315尺）の離座敷か附屈する。建物礎石上に村捌付用と考えられる刻線かみられ、

実！！LJ から 、そ の Jょ •(ii となる柱削寸法を 1 I甘]6.21尺と決定した。この建物は、礎石配附から南北

に大きく 2分される平面か想定され、酌半を表向の空間、北半を内刑の空間と考えることか出

米よう 。南半は、西から 1.5|｛il、2.5間、2間に 3分されると考えられ、中心となるのは中央の

間(10債分）てあろう 。この谷内か ら翌：の断片の出上例もあ り、また、絵巻物等の査料から考え 、

内部は督敷と考えた。また、建物面の村列から2.5尺離れて一部に残る礎石列と、それに隣接し

て平行する石列を 、この建物の縁束石と緑取石と考えた。北半は、西から 2間、 4間に大き く

2分して考え 、西の 2間を納戸、東については井戸かみられ、また中央部に少しくはみかみら

れることから、井戸を持つ土間と囲炉衷を配した低い床部の台所的な空間と考えた。東南閲部

に半間雌れて設けられた束西 1間、南北1.5間の建物は、東に庭を持つことから考え、茶等に利

用する座敷と考えた。この離れ座敷の東に1.45尺雌れて並ふ石は緑束石と考えた。建物の柱間

装附については文献等からみて外廻りの表向部分を淵良戸内明齢ー（、内向部を土堕と考えた。

また、土間廻りに板戸の出入口を想定した他、 一部に格：：（を愁定した。内部の杜間装附は板戸、

板附と考えた。
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構造部

柱寸法については当逍跡内の他の調介区の礎和に残る狼跡を参考にし 4、J3分角 （面叫砂;;,)

とした。この建物規校や文献等からみて肘木を用いない簡素な構辿を想定した。村間寸法、 H

寸法を枯本とし、現存する同時代の建物を参考とし、他の部材．J法を決定した。

屋根

平面、構造等から考え、切孜造と考え、また屋恨廿材については、このj直跡内からは瓦の出

土例はみられない ことから 、板 ・樹皮号の柏．物性 i,-i材と考えられ、絵巻物等を参考に板i9,iと考

えた。その仕様については不明な、,.'［も多いか、現存する民家等にみられる1―1囲のいわゆる木端

-i-.iや社寺にみられる村直とは異る、長い寸法の店1j 板を —i'i 足長〈廿き、押え桟を用いる形式と考

えた。

以上、今回の復原の枯本的な考えを辿へたか、当然現イIの技術や社会塚埼の中て約 400年前

の建物を再現しようとするのてあるから現h的な視点か ら検討を加えた、点も多く存:{,する 。そ

こて、以下にエ半仕様の概要を参考まてに記す。

工事仕様概要

仮設工事

素屋根は丸太柱掘建、桁行16.6m、染行14.2m、棟高9.5mとし、配恨は切友造波形鉄板{'iと

し所々明リ取 i)用にヒニール波板を竹いた。足代は1伽約 1mに歩板を放き並へた。周間はヒニ

ールシー ト眼とした。

工作小屋は軽齢鉄骨プレファフの旧研究所の建物を使用した 。 9J ,•務所は軒紐鉄骨フレファフ

2階建を建設し、土階を事務所、下階を休憩所とした。

基瑛工事

発掘調杏により検出されている礎石に残る刻線を）よ斗iとし、丁化を実施し、検出沿桃I(IIから

0 . 6 m 上りを復原建物地表面とした 。 検出逍桃を山砂にて捉生の」、村• りりに栗 1] を放き、目 (i'i し

の砕石を加え枢圧した。その上に枯礎鉄筋を組みコンクリートを打設した。束石）よ礎は独立と

した。柱礎石や束石は適当な自然石を追跡内から採りさの卜、先の丁りKに）よき正確に剌えた。ま

た、敷地全体を山砂て土盛した。

緑下周囲を含め、建物敷地全体を石灰と少hiのセメントを加え （配合比 石灰 ：セメント ：

粘土＝3.5 : 1 : 10) ll[Jき1-.itた。

木工事

材料は基本材として台松を用しヽたか、一部当地産の杉 • 松も使用した 。 木材は可能な限リ位

燥材を用いる様務めた。エ法は極力 当時の様式に付 ったか、 一部構辿上不完全と考えられる所

は見え恐れに金物等を用いてfilj強した。釘は見え掛リ部は和釘を什成使用し、緑板は目鎚 l1と
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し、他の見え隠れ部は洋釘を用いた。以下各部毎に実施の仕様を記す。

軸部

柱はすべて0.43尺角とし面は％とした。杜は礎石にひかり付けた。乳は壁内となる部材

の幅をせはめた。桁 ・母屋・棟木 ・梁等は古代鎌継とし見え掛りは台鉤仕上を基本とした

か化粧賞は鋪（やりかんな）仕上とした。また梁丸太は手斧 （ちょおな）仕上とした。

軒廻り

防水対策等を考え野屋根を設けた。化粧棟は杉材とし、 茅負は台桧とした。また、 化粧

裏板 （軒天井）は杉とした。垂木は杉とした。

縁廻り

縁束はすべて束石にひかりつけた。縁板はすべて台桧を用い極力板目板とした。表面は

鎖仕上とした。南面は目鎚、他は和釘打とした。

雑作

長押 ・敷罰居は台桧を用い台鉤仕上とした。板壁 ・床板は台桧の木目板を用い＄斯仕上と

した。天井は狛頬天井とし、天井板は杉板目板とした。

小屋組・妻飾

和小屋とし、野垂等は杉材を用いた。破風は台桧を用い、母屋、桁にあり落しで取り付

け、拝みには吸付桟を設けた。また、懸魚は設けなかった。

屋根工事

屋根は 4寸勾配の長板孔とした。割板様仕上の米杉板 （厚4分、幅5寸、長6.1尺）を用い、

廿足は 2尺 7寸 5分とし 、4枚柏ねとした。また、防水対策上、防水紙を使用し、押え桟支持

のため押え金物を作製使用した。棟は箱棟とし 、品軒付の下部に銅板を葺．いた。車t付は升板と

同材4枚とした。

また、離れ座敷の屋根は原 1寸、幅7.8寸の米杉板 2枚梢ね目板打 2寸勾配とした。

違具

建具は外廻りは舞良戸内明障子を基本とした。土間出入口は板戸とした。内部間仕切は板戸

とした。

左官工事

下地は竹小舞とし、うぐいす竹釘を用いた。小舞編縄は径 1分 5厘手編縄を用いた。荒壁は

良質の粘土と l寸 5分のわらすさをよくなじませ用いた。外廻・土間廻等は中党仕上とし、内

部至小壁等は漆喰仕上とした。

雑工事

防腐 ・防蟻対策上、キシラモン (T.H.クリアー）を2回刷毛窪し、特に腐朽の多い柱脚床

下部等は入念に地工した。
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朝倉氏遺跡資料館要項

I 事業概要

1.調壺研究 ・炉価 ・展示普及巾梨

ィ．朝倉氏遺跡発掘調介

0第43次調査 屋敷跡（下城戸、瓢町、中

惣地係県道新設予定地） 4750m' 

0第44次調壺 屋敷跡 （赤渕地係）2600m'

ロ．環規整偏

0武家屋敷跡 （平井地係） 主屋92m'

ハ． 古文書調脊

ニ．公I#l講座

0朝倉氏遺跡見学会

昭和57年 4月24日 講帥 岩田 ・吉岡

0ー乗谷の茶の湯と遊芸

昭和57年 5月22日 講師水野和雄

0ー乗谷の石仏と宗教

昭和57年 6月26日 講師水野和雄

0建物の復原

昭和57年 7月24日 講師 吉岡泰英

0 日本およひ世界の逍跳の保存について

昭和57年 8月28日 講師 奈良国立文化

財研究所所長

坪井消足氏

0ー乗谷の職人

昭和57年 9月25日 講師南洋一郎

0朝倉氏と文学

昭和57年10月23日 晶師青木研吾

0ー乗谷の庭割

昭和57年］1月27日 講帥藤原武二

0陶磁器の生産と流通

昭和57年］2月18日 講帥小野正敏

0越前焼について

昭和58年 1月22日 溝師岩田降

〇各地の逍跡にみる焼物の役割

昭和58年 2月26日 講師小野正敏

0中世越前の交通

昭和58年 3月26日 講帥 武生麻校教品

小泉義t専氏
ホ．研修

0埋蔵文化財発掘技術者的門研究「保存科

学枯礎課程」

昭和57年11月16日～同l]月30日於余

良国立：文化財研究所埋蔵文化財センター
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派遣職員 岩田降

0文化財建造物技術者中昭研修

昭和58年 2月17日～同 2月21日於京

都 ・徳島 ・和歌山 派遣職員 吉岡奈英

へ 朝倉氏追跡食料館観＇見者数

有 科 無料

個人 Iii 体
闘 "+ 年月

大人小！＼ 大人小人
大人

57 4 I 048 164 299 296 38 542 2,387 

I/ 5 2.022 2柑 551 389 335 1.062 4,623 

II 6 1.446 62 437 

゜
229 1 495 3.669 

II 7 1.496 155 617 126 128 1 112 3.634 

I/ 8 3,350 716 343 221 250 24 4,904 

/I ， 997 4i 491 28 133 0 1.696 
II 10 1 559 91 564 150 248 2.439 5.051 

II 11 1. 522 107 302 

゜
123 60 2.114 

/I 12 351 26 71 

゜
15 40 面3

58 1 201 11 

゜゜
47 

゜
2S9 

II 2 256 19 

゜゜
82 

゜
35i 

II 3 1.157 129 li6 43 73 0 1, 578 

叶 15.405 1.791 3.851 I 253 1.701 6 774 30,775 

無料入館者は、県内の児童生徒 ・教帥と公I#l晶

座、県政ハス、ふる さとの日の入館者てある。

2. 他機関への指淋 ・ffft1カ

イ．調杏 ・丸各1崩

〇翌原寺跳 （丸岡町） 小野 • 吉 l拍j . 南

0伝至徳寺跡 (Iー：越市） 小野

0三至遺跡 （勝山市） i泰原

0若狭固分寸跳 （小浜市） 藤原

0建造物説査吉岡

o •福井県史調在 藤原 ・ 小野 • 吉 岡 ・ 南・

伊藤

0緑のテーターバンク調査 Ii泰原

0埋蔵文化財発掘技術者，：1}門研修遺跡保存

坪1恥屎杓＇，晶帥 中世館跡につし、て i茶／原

ロ．その他

0「駒の歴史」 昭和57年10月～12月

将棋博物館

0「越前朝貧の文化と若狭」 昭和57年10

月～11月 小瓜市立郷土歴史衣料館

0「池のシルク ・ロート」 昭和57年］1月

~］2月 神戸市立t専物館



゜←大名と一揆」 II麻1158年 2月～ 5月

国立歴史民俗博物館

3.朝介氏迅跡調ft研究協議会

昭和57年 9月9日 於朝介氏逍跡ft料館

0「朝合氏逍跡武家距敷跡の丸':,chiiHこついて」

4. 特別史跡内現状変史 I十1,91りにつし、て

申，＂＼件数 6件

主な理由と 1i1i柏

家尉の新 ・h'（1・改梵等 416m' 

発掘調介 ・環境悠細 5710m' 

計 6126m'

II.予算

発掘調介‘代（新設県道敷地調介‘代を含む ）

35,000千円

后境やF1iij’{—t

朝介氏逍跡森料館1,(

計・

36,000千円

20,562千円

91.562千円

III.組織規定

輻井県教育委は会行政組織規削 抜苓

第四節 学校以外の教行機1具j

第19条 条例により設凶された学校以外の教

有機I見の名称および位附は 、次表の

とおりてある 。

機関の区分

他物館 I仙井射口刈j介氏Ji'i;：'.ft科飩 1：こ
（朝介氏森料節のI・iJi2t:1.>務 ）

第23条の 2 輻井県立：朝介氏逍跡在料館 （以

下 「朝介ft料館」 という 。）の所掌事

務は、次のと おりとする 。

1 朝介氏逍跡に 1剥するft料 （以下この

条におい て「査料」という 。）の収比、

保竹およひ展ぷに 1対すること 。

2 朝介氏逍跡に/.¥J,jする，Ji,jftおよひ研究

に関すること 。

3 朝介氏沿跡に関する ，；翡油会、研究会

等の開fii'に関すること 。

4 森料の利用に対する助言およひ指＃

に関すること 。

5 その他設附の目的にふさわしい菓務

を行うこと 。
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N.職員
（昭和58年 3月31日現イり

氏 名 官 織 担当

森原武二 教育庁技術紐員 館長 造固

中谷 'it 教育庁事務椛員 次長 事務

水野禾ll雄 教育庁技術識貝 文化財調壺員 考古

小野正敏 教育庁技術域員 文化財調査員 考古

泊田善樹 教育庁技術織員 文化財調査員 歴史

岩田條 教育庁技術職員 文化財調在員 考古

吉岡泰英 教育庁技術賊員 文化財満在員 建築

南洋一郎 教育庁技術職員 文化財調在且 考古

-li-木研吾 非常勃嘱託 足十云士,.

西村広 非常勤嘱託 事務

辞識 ・1982・ 10月 伊藤正敏、文化庁記念物課に転任。
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PL. 2 第44次調査・遺構 (1)
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PL. 3
 

第44次調査・遺構 (2)
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第44次調査・遺構 (5)
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PL. 7 第44次調査・遺構 (6)
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PL. 8 第44次調査・遺構 (7)
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PL. 10 第44次調査・遺物 (1)
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PL. 11 第44次調査・遺物 (2)
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PL. 12 第44次調査・遺物 (3)
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PL. 14 第44次調査・遺物 (5)
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PL. 15 第44次調査・遺物 (6)
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PL. 16 第44次調査・遺物 (7)
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PL. 17 武家屋敷復原整備エ (1)
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PL. 18 武家屋敷復原整備エ (2)
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室 内 （南半） 西から

室 内 （南半） 東から



p L. 20 武家屋敷復原整備エ (4)

、

1疇

．
 

i

●
 

1
,̀

 

ダt
 

3
 

、

l

t

へ

•

＇ ,． 

ふ

．
 

． 

室内 （北半土間部）西から
• 

室内 （北半板間部）東から

室内 （納戸） 西北から



PL. 21 武家屋敷復原整

外観 （南縁及建具） 東南から

北から



発掘調査・環境整備位置図

口））いい̀誓--口＇）冒 - ド疇三パ／只
～ク ／／I□□//-／ /,＼こt□□/；li[/／/、 ロロ：三/／口'f/

□ ¥、＼／へ／ 三

三／／／□-三□万:I/ 
シ ＇）> り」襲、: / （了二-～ □ / ＇ 1 ¥ ＼＼1ぐー' 、I ] ¥ 、¥／/ノ｝、口 ； J 

□/~／9 ／＼□ e;冒 ー[-三、朝3r館ヽ跡・
ロ ゴヘ＼／ ／口＼、今／一＼し‘二
>/` f， どこ第43〈：査地~~?調査；9 -へ、ベ ーニヘ //^ 、［二ニし:
/ ・'、 ー今 口。→／口 ＼◇-三 ・^ロニ／ ヽ‘i
冨 □ ロロ//0ニ戸 ・～ ＼＼ しい三／＼ □ ＼¥： ¥/ ‘ f1 

••:：：汲：翠： 昭和57年度発掘調査地 ；；1 し-ここ～ ＼^ 
・: ・ :・ : ・: ・ : ・ :・ :・ : ・: ・: ・ : ・ :・ : ・ : ・ :・ : ・ : 〗/□＼、べ I＼｀□：＼、口ゑ／〗｀

凡

一昭和57年度環境整備

例．．． ．． ．......... 
二既発掘調査及環境整備

意鬱（いこミご三□〗｝州鷹賢眉詈三臼 o 
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第3図 第44次調査・遺構 (1) 
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第4図 第44次調査・遺構 (2)
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第5図 第44次調査 ・遺構 (3)
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第6図 第44次調査・遺構 (4)
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第7図 第44次調査・遺構 (5)
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第8図 第44次調査・遺物 (1)
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第9図 第44次調査・遺物 (2)
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第10図 第44次調査・遺物 (3)
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第11図 第44次調査・遺物 (4)
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第12図 第44次調査・遺物 (5)
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第13図 第44次調査・遺物 (6)
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第14図 第44次調査・遺物 (7)
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第15図 武家屋敷復原整備エ (I)
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第16図 武家屋敷復原整備エ (2)
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第17図 武家屋敷復原整備工 (3)
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第18図 武家屋敷復原整備エ (4)
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